
概要

ビデオの内容を大きさの異なるキーフレームを使っ
て視覚的に捉えやすい形態で表示するビデオ要約を
用い、インタラクティブにビデオの再生を行うイン
ターフェースを構築した。テキストの埋め込みや詳細
表示などの機能を備え、希望のビデオやビデオ中の特
定箇所を効率良く探し出すことが出来る。

1. はじめに

ビデオには内容を簡単に閲覧することや見たい場所
を即座に探すことが困難という性質があり、ライブラ
リ中の大量のビデオから希望のものを探すことは容
易ではない。仮にキーワードなどの付加情報が十分に
備わっていて検索により候補を絞り込めても、その中
から特定の箇所を取り出すには内容を一本づつ確認
する必要がある。本研究では、こうした煩わしさを軽
減するために、ビデオの内容をビデオ中の主要な場面
を漫画のように大きさの異なるキーフレームで並べ
て表示して一目でわかる形式に自動的に要約するビ
デオ・マンガ要約を提案した。さらに作成した要約を
用いて各キーフレームが示す箇所からのビデオ再生
や詳細確認をインタラクティブに行えるユーザー・イ
ンターフェースを構築した。

2. 関連研究

ビデオ要約で二種類の手法がよく用いられる。一つ
は、ビデオをカットで区切り、各カットから一枚の
キーフレームを抽出して並べて表示する方法 [2] で、
もう一つは、ビデオ中の各フレームをグループ分け
し、各グループから一枚づつキーフレームを選び表示
する方法である [3]。前者は表示画像の量が多く内容
も冗長になるため一目で内容を把握出来る要約には
ならない。後者は画面の乱れなどで瞬間的にだけ大き
く見た目が変わった画像を選ぶ傾向があり出力がビ
デオ全体を代表しない懸念がある。
第三の手法として、ビデオの各セグメントについて重
みを計算し、主要なもののみからキーフレームを抽出
する方法が提案された [6]。本研究のビデオ・マンガ
要約もこれに属する。

3. ビデオ・マンガ要約

本研究で提案するビデオ要約法は大きく分けて三つ
の段階から成る。詳しくは [4] で述べているのでここ
では簡単に概要を説明する。

3.1. ビデオのセグメント化

まずビデオ中の連続して似たフレームが出現する部
分をセグメントとし、ビデオをセグメント単位に分割
する。我々はビデオ中の各フレームを階層クラスタリ

ング法によりクラスタに分類し、同一クラスタに属す
る連続したフレームをセグメントとした。この方法で
は、セグメント分けした時点で元のクラスタ情報より
ビデオ中での類似箇所の分布がわかる利点がある。

3.2. キーフレーム選択

次にビデオ中の各セグメントに対してセグメント長
と類似セグメントの量より判断する希少性とから重
要度を計算する。我々の提案する重要度は、長さのみ
を評価基準に用いた [6]と比較してビデオ内容をより
よく反映する [4]。重要度上位のセグメントを任意の
数だけ選び、各セグメントにつきキーフレームを抽出
する。今回は時間軸上でセグメントの中心に最も近い
フレームを選んだ。さらに選び出したキーフレームに
対し重要度に応じて大きさを割当てる。

3.3. レイアウトの決定

最後に選ばれた大きさの異なるキーフレームを並べ
て 1 ページの領域に表示する。領域全体をまず小領域
に分割し、元のキーフレーム列の大きさを可能な限り
保存して各小領域を効率的に詰めるキーフレーム列
を探すことによりレイアウトを決定した。レイアウト
決定例を図 1 に示す。この例では 5 個のフレームを左
から右に順序を追えるよう配置し、5 番目のフレーム
の大きさを変更して領域を埋めている。

4. インタラクティブ・ビデオ要約

前節で述べたマンガ要約を使ってビデオをインタラ
クティブに操作するインターフェースを Java アプ
レットとして実装した。図 2 のように、通常のウェ
ブ・ブラウザを用いてビデオ内容を確認出来る。映画
ポスターを模倣して時間軸上の順序と無関係に重要
シーンを配置する [6] の要約法と異なり、ビデオ再生
しないでも流れを読取れる表示となっている。
図3に示すようにポインタを各キーフレーム上に動か
すと、そのフレームが色枠によって強調され、同時に
時間軸上での位置も視覚的にわかりやすいようブ
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図 1: キーフレーム詰込み模式図
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ロックで表示される。キーフレーム右下隅の四角枠に
C の記号はそこに文字情報が埋め込まれていること
を表し、ポインタをそのフレーム上に動かすと文字情
報が吹出し状の枠中に表示される。この文字情報に
は、例えばビデオ音声の書起し、脚本、視聴者のメモ
等様々なものが考えられる。図 3 の例では、ビデオ音
声から書起したテキストを [5] 記載の手法により区表
現要約したものを使用した。
このインターフェースは2ボタンマウスによる操作を
想定しており、キーフレームを左ボタンでクリックす
ると図4のように該当する箇所からビデオが再生され
る。また、右ボタンでクリックすると要約表示で省略

された場面を一段掘下げて図5 のように最大4 フレー
ムの詳細を表示する。これらの機能を使ってユーザー
はビデオ要約で全体の内容を確認しながら見たい箇
所を絞り込んで選択的に見ることが出来、効率の良い
ビデオ閲覧が可能となる。

5. 考察

本研究で構築したビデオ要約システムは FX Palo Alto
Laboratory, Inc., CA, USA の研究用ビデオ・ライブラ
リ MBase(http://www.fxpal.xerox.com/mbase/) 上に実装
し動作検証を行い、登録された総計 100 時間を越す各
種ビデオに対し有効性を確認した。比較実験より本稿
のビデオ・インターフェースはユーザーにとって好ま
しいものであるという評価も得た [1]。
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図  2: ブラウザ上で表示したビデオ要約
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図  5: 詳細を表示させた例


